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日本サッカーの今
——世界で結果を残すには何が必要か

今野　翔太 
（黒木　雅子ゼミ）

目　次

はじめに
第 1 章　サッカーの歴史

1　サッカーの始まり
2　世界のサッカー史（欧州、南米）
3　日本のサッカー史

第 2 章　日本サッカーの現状
1　J リーグ
2　海外リーグとの比較
3　国内組と海外組の選手
4　アジアにおける日本サッカー（予選）
5　世界における日本サッカー（Ｗ杯、オリ

ンピック）
第 3 章　日本のサッカーをとりまく環境

1　日本のサッカー施設、設備
2　選手の育成
3　メディアによるサッカーの取り扱い方

第 4 章　日本女子サッカーの現状
おわりに
参考文献

はじめに

　サッカーは世界で一番ポピュラーで、人気のあ
るスポーツであると言われている。どの国や地
域に行ってもナショナルチームが存在し、2017
年 10 月 30 日現在では 211 の国と地域が国際
サッカー連盟（FIFA）に加盟している（FIFA		
2017）。他の競技の加盟国数や国連加盟国数と比
べても、FIFA に加盟している国数の方が多いの
である。このことからサッカーが世界的スポーツ
であるということがわかるだろう。
　そのような世界的スポーツであるサッカーの中
で、最高峰の大会が存在する。それは、ワールド
カップ（以下：Ｗ杯）である。Ｗ杯とは国際サッ

カー連盟（以下：FIFA）が主催する、ナショナ
ルチームによるサッカーの世界選手権大会のこと
である。
　前述したように、FIFA に加盟している国の数
が多いため、サッカーＷ杯の規模は、どの競技の
Ｗ杯に比べても圧倒的な規模を誇る。競技人口だ
けでなく、視聴人口で見てみると、Ｗ杯の世界の
視聴人口はオリンピックの視聴人口をはるかに
上回り、また、あらゆる競技を合わせてもＷ杯の
視聴人口には及ばない（スタジアムに行こうっ！
2010）くらい視聴人口の規模も大きいのである。
サッカーのＷ杯で優勝することは、国にとっても
また、全世界の人々にとっても輝かしい栄光なの
である。しかし、私たちが住んでいる国＝日本が
Ｗ杯（ここでは男子）で優勝したことは一度もない。
　ではなぜ、日本サッカーが世界の舞台で勝つこ
とができないのか、日本サッカーの今はどのよう
になっているのか、現状と課題を分析する。
　第 1 章ではサッカーの歴史について、日本と海
外を比較し考察する。第 2 章では現在の日本サッ
カーの現状について、海外と比較しながら 5 つの
側面を考察する。第 3 章では日本のサッカー環境
について、3 つの観点から考察する。第 4 章では
男子だけでなく、日本女子サッカー（なでしこ）
の現状を分析し考察する。「おわりに」では全体を
まとめ考察し、筆者なりの結論を述べていきたい。

第 1 章　サッカーの歴史

1　サッカーの始まり
　サッカーの起源は、12世紀のイングランド（英国）
で行われたモブ・フットボールだと言われている。
このモブ・フットボールとは、ルールのない格闘
技的なスポーツのことで、祭りの日の行事として
行われていた。「相手のゴールにボールを入れた回
数が多い方の勝ちである」というルールや「殺人
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しなければ何してもよい」というルールしか存在
しなかったため、参加人数の制限がなく、何百人
もの群衆が参加し、制限時間もないため一日中続
けられることもあった。また、殺人以外は何して
もよいため、殴り合いや蹴り合い、噛みつき合い
などといった大乱闘が発生することもあった。
　それくらい危険で乱暴なスポーツであるモブ・
フットボールは、1314 年にイングランド王エド
ワード二世によって出された法律で禁止されてし
まう。また、16世紀の女王エリザベス一世は、フッ
トボールを行ったものを一週間牢に入れるだけで
なく、教会に連れて行き償いをするように強要し
た。このような政府からの脅しによって、イギリ
スのフットボールは禁止されることとなったので
ある。
　禁止され続けたフットボールは 17 世紀の初め
に再び合法となり、19 世紀にはスポーツとして
ルール化が始まった。フットボールのルールを決
めるべく議論がなされたが、合意に至らず二つの
陣営に分かれた。一つが「手を使わない」という
ケンブリッジ大学のルールを支持する人々、もう
一つが「ボールを好きに持てる」というラグビー
スクールのルールを支持する人々である。この両
者は合意しないまま、ケンブリッジ大学のルール
を適用したのがアソシエーション・フットボール

（以下：サッカー）、ラグビースクールのルールを
適用したのがラグビー・フットボールと分離され
た。その後、世界最古のサッカー協会であるフッ
トボール・アソシエーション（以下：FA）が設
立され、サッカーの統一ルールの作成を行った。
これにより、近代サッカーが誕生し、イギリス各
地に広がり、世界中にも広がったのである（たな
か 2016）。これがサッカーの始まりである。

2　世界のサッカー史
　世界のサッカー史では主に、欧州（以下：ヨー
ロッパ）と南米を中心に見ていきたい。この二つ
の地域を中心に見ていく理由としては、4 年に 1
度行われる W 杯（1930 年ウルグアイ大会～ 2014
年ブラジル大会）で優勝したことがある国はすべ
てヨーロッパの国と南米の国だからであり、この
二つの地域のサッカーの歴史を見ることで、日本
とどのくらい差があるのか、どれくらい歴史が違

うのかというように見比べることができ、考察に
繋がると考えたからである。
　まず最初に、サッカー発祥の国＝イギリス（イ
ングランド）が属しているヨーロッパのサッカー
史について見ていく。1863 年にイングランドが
FA を創設したあと、次にフットボール協会を立
ち上げたのは、スコットランドであった。1873
年のことである。こうしてイングランドからス
コットランドへとサッカーは伝わっていき、西は
アイルランド、南はフランス、ベルギー、オラン
ダへと次第にヨーロッパ各地でサッカーというス
ポーツが浸透していったのである。
　それまで娯楽の一つであったサッカーは、クラ
ブといったものはなく、街などに住んでいる市民
が集まってグループを作り、サッカーを行ってい
た。その後、イングランドで世界最古のサッカー
クラブであるシェフィールド FC が 1857 年に創
設され、次第にサッカークラブやチームがイング
ランド全土で数々と創設されていった。そんな中、
1885 年に FA がプロクラブの結成を認め、実力
上位のクラブはアマチュアからプロへと変わって
いった。そのプロ化したサッカークラブも次第に
ヨーロッパ各地で創設されていき、プロによる
リーグ戦などといった大会も始まっていった。
　このように早くからサッカーが浸透していた
ヨーロッパの国々は日本と比べて、圧倒的なサッ
カーの歴史において差があるのである。また
1930 年から始まったＷ杯の歴代優勝国を見ても
ヨーロッパの国は 20 大会中 11 回優勝している。
　筆者がこのＷ杯歴代優勝のヨーロッパの国で
注目したいのは、全体的な優勝回数だけでなく、
優勝している年代である。1940 年代は第二次世
界大戦の影響で開催を中止したものの、1930 年
代、1950 年代、1960 年代、1970 年代、1980 年代、
1990 年代、2000 年代、2010 年代とすべての年代
のＷ杯で優勝しているのがヨーロッパの国々なの
である。このようにヨーロッパの国々は時代が変
わっても常に優勝し、また歴史もあるという点か
ら、世界のサッカー界においてトップクラスのレ
ベルであることがわかるだろう。
　次に、サッカー王国ブラジルが属している南米
のサッカー史について見ていく。南米の国々は
ヨーロッパの植民地であったこともあり、ヨー



日本サッカーの今——世界で結果を残すには何が必要か

49

ロッパからの移民によって早くから南米にサッ
カーが伝わっていった。
　南米におけるサッカークラブの創設もヨーロッ
パと同様、19 世紀後期から次第に創設されてい
き、プロ化やプロによるリーグ戦などといった大
会も始まっていった。また、Ｗ杯の歴代優勝国を
見ると、南米の国は 20 大会中 9 回優勝している。
　ブラジルがサッカー王国と言われる理由は、Ｗ
杯で最多優勝回数を誇っているのも関係している
だろう。また、ウルグアイは 1930 年の第 1 回大会
で優勝しており、このころからヨーロッパの国々
に引けを取らないくらいのレベルを擁していたと
考えられる。このように南米サッカーはヨーロッ
パよりサッカーの歴史は浅いが、早くから世界的
な大会で結果を残していることから世界のサッ
カー界を引っ張っていることがわかるだろう。

3　日本のサッカー史
　つぎに日本のサッカー史について見ていく。日
本にサッカーが伝えられたのは、1873 年（明治 6
年）であり、イギリス海軍教官団の A．L．ダグラ
ス少佐と海軍兵が来日したとき、東京・築地の海
軍兵学寮（のちの海軍兵学校）で日本人に訓練の
余暇としてサッカーを教えた、と言われている。
その後、東京の高等師範学校に「フートボール部」
ができ、神戸の神戸尋常中学校（現：神戸高校）
や御影師範学校などにサッカー部（当時は蹴球部）
ができ、徐々にサッカーが広まっていった。1918
年には、全国高校サッカー選手権の前身となる日
本フットボール大会や、東海蹴球部、関東蹴球部
などの多くの大会が開催されるようになっていっ
た。そしてその翌年の 1919 年に、イングランド
から FA シルバーカップが寄贈され、それを契機
に大日本蹴球（しゅうきゅう）協会（現：日本サッ
カー協会）が設立された。
　こうして見ると、日本は世界的に見れば早くに
サッカー協会が設立されており、歴史があるよう
に見える。しかし、ヨーロッパや南米の国と比べ
てサッカークラブの創設が遅かった。日本最古の
サッカークラブは、1917 年に創設された東京蹴
球団で、そこから次第に全国各地でサッカークラ
ブが創設されていったのでリーグ戦の創設も遅
かった。また、これらのサッカークラブはアマチュ

アのクラブであったため、アマチュアリーグやア
マチュアの大会しか開催されていなかった。その
ためヨーロッパや南米といった地域に比べ、日本
は、サッカークラブのプロ化やプロによるリーグ
戦といった大会の開催が大変遅かった。
　このように日本サッカーは 100 年以上の歴史が
あるにもかかわらず、プロクラブやプロリーグの
創設が遅れたことでヨーロッパや南米の国々と大
きな差がついてしまったのである。日本初のプロ
によるリーグ戦が始まったのは 1993 年のＪリー
グからであり、同時にプロクラブが日本に誕生し
た。現在からたった 24 年前の出来事である。イ
ングランドと比べてみると約 1 世紀近く遅れてい
ることになる。
　このプロによるリーグ戦やプロクラブの創設が
ヨーロッパや南米の国々に比べて遅かったこと
は、日本のＷ杯出場にも影響をしている。日本は
アジアの予選でもなかなか勝ち上がれず、ようや
く 1998 年のフランスＷ杯で初めてＷ杯に出場す
ることができた。その後、5 大会連続でＷ杯に出
場しているが、大きな結果は残せていない。最高
成績は 2002 年と 2010 年のベスト 16 で、1998 年、
2006 年、2014 年はグループステージ敗退である。
　もし、日本サッカー協会が設立された 1919 年
の 10 年後くらいに、日本でプロクラブやプロに
よるリーグ戦が開催されていたら、ヨーロッパや
南米の国と同じようにＷ杯といった世界大会で結
果を残していたかもしれない。「歴史」という点で、
世界との差が開いてしまったのではないかと筆者
は考える。

第 2 章　日本サッカーの現状

1　J リーグ
　1993 年に日本でプロサッカークラブによるプ
ロのリーグ戦＝ J リーグが開幕した。初めは 10
チームしか存在しなかったが、年を重ねるごとに
増えていき、現在では 54 チームがＪリーグに所
属している。その 54 チームは J1（一部）・J2（二
部）・J3（三部）とカテゴリーごとに分けられ、ホー
ム＆アウェイの総当たり戦でリーグを行うという
方式をとっている。
　J リーグは一年を通してリーグ戦が行われ、J1
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全 18 チーム中、成績下位 3 チームは J2 に降格し、
J2 から成績上位 3 チームが J1 に昇格する。この
時、J1 基準の施設や資金の保持といった証明であ
る J1 ライセンスを持っていないと昇格できない。
J2 も同様に成績下位 2 チームが J3 に降格し、J3
から成績上位 2 チームが J2 に昇格するという仕
組みである。この時、J2 ライセンスを持っていな
いと昇格できない。これは一年ごとのリーグ戦の
成績によって昇格と降格が決定する。
　そして J リーグの下には JFL（ジャパンフッ
トボールリーグ）と呼ばれるリーグが存在する。
JFL とは実業団や企業、アマチュアクラブといっ
たサッカーチームで構成されるリーグのことであ
り、成績や資金といった J リーグ加入条件を満た
すと J3 に昇格していくという仕組みである。
　このように J リーグはピラミッド型の構成をし
ており、レベルの高いチームほどピラミッドの上
層部に位置している。また、ピラミッド下層部の
アマチュアチームでも成績や資金、施設といった
J リーグが定める基準をクリアしていけば、J リー
グに所属できるのである。

2　海外リーグとの比較
　様々な海外リーグがあるが、特にイングラン
ドのプレミアリーグ、スペインのリーガ・エス
パニョーラ、イタリアのセリエＡ、フランスの
リーグアン、ドイツのブンデスリーガは世界の五
大サッカーリーグと呼ばれ、規模やレベルなどと
いった様々な点で桁違いのクオリティーを誇って
いる。この五大リーグをはじめとする海外リーグ
と J リーグとでは大きな差が特に二点存在する。
　まず一つ目は財力である。日本の J リーグクラ
ブで一番の財力を持っていると言われているのが
浦和レッズである。2016 年度の浦和レッズの広
告料収入や入場料収入などといった営業収益は
60.6 億円で、この額は J リーグで一番の収益であ
る。また、外国人選手や年俸の高いトップクラス
の選手を獲得することができ、実際に浦和レッズ
の選手や監督、スタッフにかかる人件費を見てみ
ると 23.8 億円と、J リーグで一番の人件費を支出
している。
　これらのことから浦和レッズは国内における
ビッククラブと言えるだろう。しかし五大リーグ

にはさらに巨大な額の財力を持つクラブが数多く
存在する。特にスペインのレアル・マドリードと
イングランドのマンチェスター・ユナイテッドは
毎年算出される世界のクラブ収益において 1 位と
2 位を競っており、2016 年度の収益においては前
者が約 760 億円、後者が約 845 億円と桁違いの額
の収益を得ている。また 2016 年度の選手だけの
人件費を見ても、前者は約 491 億円、後者は約
329 億円の額が支払われている。これほどの財力
を持っていれば、年俸の高い選手を数多く獲得す
ることができ、チーム力の向上に繋がる。こうし
て世界的なビッグクラブが誕生するのである。
　前述した財力日本トップクラスの浦和レッズと
世界トップクラスのレアル・マドリードやマン
チェスター・ユナイテッドを比べてみると、収益
額は浦和レッズの約 12 ～ 14 倍で、人件費に関し
ては約 14 ～ 20 倍の差がある。このように J リー
グと五大リーグとではクラブの持つ財力に大きな
差があることがわかる。
　この財力こそが J リーグのレベル強化、発展に
繋がるのではないだろうか。例えば現にトヨタや
パナソニック、ヤマハなど世界的大企業が J リー
グクラブのスポンサーとなり、資金を投資してい
る。このように他の J リーグクラブも世界的大企
業にスポンサーになってもらうことが必要なので
はないかと考える。
　海外のクラブを見てみるとオーストリアの世
界的大企業であるレッドブルは強大な資金力で
小さなクラブを買収し、オーストリア、アメリ
カ、ドイツ、ブラジルに 4 チームを発足させた

（Footmedia	2016）。
　このように海外の世界的大企業が日本の J リー
グクラブを買収し、強大な資金力でチーム力を上
げるという方法も１つの手段ではないかと考える。
　他にも、イングランドとフランスのビッグクラ
ブのなかには、強大なオイルマネーを保持してい
る石油王をクラブのオーナーとしているところも
ある。そしてスター選手の獲得や名将の招聘、新
スタジアムの建築など、クラブ丸ごとオーナー好
みの強豪クラブに変えてしまうという方法も存在
する。この方法によって国内だけでなくヨーロッ
パにおける強豪クラブへと発展した。
　これらの方法を J リーグで取り入れると、財力
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のあるクラブだけレベルの高い海外選手や代表ク
ラスの日本人選手の保有が多くでき、他の J リー
グクラブとのレベルの均衡が保てなくなってしま
うのである。またそれにより、高い年俸を求める
海外選手が多く来日することになるため、日本人
選手が少なくなってしまうという弊害も生じる。
　実際にヨーロッパの国々のサッカーファンのな
かには、オーナーの強大な資金で成り上がったク
ラブに対してブーイングをしたり、均衡の保てな
いつまらないリーグになってしまうといった否定
的な意見を持つ者もいる。特にイングランドでは、
世界的強豪クラブが多く存在し、世界各国からレ
ベルの高い選手が多数集まる。そのため国内の選
手がまったく試合に出場できず、代表チームが弱
くなるのではないかとファンや協会関係者は危惧
している。
　しかし、五大リーグをはじめとする海外のリー
グは、強大な資金力を持っているビッグクラブが
存在するからこそ、多くの選手や監督が集まり、
レベルの高い環境でリーグを行うことができるの
である。このように、強大な資金力を持った世
界的大企業や石油王が J リーグクラブを買収し、
ビッグクラブを作り上げることで、日本全体の
サッカーレベルや注目度が上がり、日本人選手の
個のレベルの底上げにも繋がる。また、多くの世
界の選手とサッカーをすることによって世界のレ
ベルを知ることもでき、常に J リーグで世界を見
据えてサッカーをすることができるのではないだ
ろうか。
　二つ目の J リーグと海外リーグとの大きな差は
人材である。ここでの人材とは選手だけでなく、
監督やスタッフといった人たちも含まれる。現
在、J リーグのクラブに所属する日本人選手に世
界的スターと呼ばれるような選手は存在していな
い。また日本代表に選ばれるような選手がいざ五
大リーグに行くとベンチに居座る選手が多い。こ
のように J リーグで活躍し、日本代表に選ばれて
いても、海外リーグで通用しないのが現状であり、
そのような人材が日本で育っていないことに問題
がある。
　J リーグと五大リーグなどの海外リーグを比べ
てみると、J リーグは全体的に 18 歳～ 22 歳ぐら
いの若手の選手が、先発の 11 人として試合に出

場する機会やクラブが少ない。一クラブに一人が
先発を確保しているかどうかという状態である。
　J リーグクラブの傾向としては、結果を意識す
るあまり、経験の少ない若手選手を起用すること
よりも、経験の多い中堅選手やベテラン選手、外
国人選手を起用することが多い。そのため若手選
手が成長できず、才能を持っていても飼い殺しの
ために開花しないという悪いサイクルにある。ま
た J リーグクラブは、若手選手を獲得するよりも、
即戦力となるような経験のある選手を獲得する傾
向にもある。その結果、ある程度才能を持ってい
る高校生や大学生でも、J リーガーを目指すこと
を諦めてしまう選手が多く、才能のある若手選手
の芽を摘んでしまうのが現状である。これこそが
日本サッカーの世代交代がうまく進まない一つの
要因である。
　一方海外リーグでは、多くの若手の選手が台頭
し、ビッグクラブでスタメンを張っている選手も
少なくない。なぜなら海外リーグのクラブは、突
出した才能を持つ選手がいれば 12 歳～ 15 歳ぐら
いの年齢であろうとすぐにプロ契約を結び、ユー
スチームや U−23 チームに所属させるのではな
く、トップチームに所属させる。あえてレベルの
高い環境で多くの経験を積ませ、早い段階から
トップレベルに適応できるように育成するからで
ある。
　J リーグが海外リーグのように、育成がしっか
りしていれば、自然と突出した才能と経験を持つ
若手が大勢台頭するであろう。それにより、Jリー
グクラブや日本代表での世代交代が進み、若手の
うちから世界と渡り合う機会が増え、五大リーグ
をはじめとする海外クラブへと移籍する足掛かり
となるのではないだろうか。
　そして海外クラブに移籍する若手選手が多くな
れば、J リーグに所属する若手選手たちも触発さ
れ、海外クラブへの移籍を目指すというサイクル
が生まれるのである。それと同時に、J リーグの
注目度も上がることになり、海外クラブにとって
Ｊリーグは、有能な若手選手が揃う市場ともなる
のである。これは若手選手だけに限ったことでは
ない。25 ～ 30 歳くらいの中堅の選手たちも若手
選手の海外移籍に影響され、海外クラブへの移籍
を意識し、更なる成長へと繋がることだろう。
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　この海外クラブへの移籍を意識することが、J
リーグの選手たちの激しい競争を生み、日本サッ
カーのレベルアップになるのである。そしてこれ
は選手だけに言えることではない。監督やスタッ
フにおいても言えることである。
　現在、世界で活躍する日本人監督やスタッフは
存在しない。一番の問題は言語であるが、通訳を
つければある程度は対応できるだろう。ではなぜ
海外に日本監督やスタッフがあまりいないのか。
これは日本人だけに言えることではなく、アジア
人全体として言えることではないだろうか。
　なぜなら、アジア出身で世界のクラブや代表の
監督を務めている人は全くいないからである。五
大リーグをはじめとする海外リーグのクラブから
すれば、わざわざアジアというサッカー発展国の
人材を獲得するよりも、ヨーロッパや南米といっ
たサッカー先進国から人材を獲得した方が即戦力
として無理なく適応することができる。また、ビ
ザや外国人枠という手間もかかることもない。そ
うした時、アジア出身の人材は選ばれないのであ
る。
　このような状況の中、日本人をはじめとするア
ジア人が世界のクラブや代表の監督、スタッフを
務めるには、まず自国やアジアでタイトルを稼ぎ、
Ｗ杯やクラブＷ杯といった世界的大会で大きな結
果を残し世界から注目される存在になることが必
要になってくる。ちなみに、日本人サッカージャー
ナリストの第一人者の西部謙司は日本人監督につ
いてつぎのように述べる。

　強豪国とは、代表チームが強いだけでなく
監督にも人材を輩出しているわけだ。そうし
たバッググラウンドを持てるかどうかが日本
にとって優勝への最大のハードルであり、そ
うなったときには言語やメンタルを把握して
いる自国人監督のアドバンテージが効いてく
る。（西部　2015：174）

　彼は続けてこう述べる。

　すでに選手は外国のクラブでプレーしてい
るが監督はほとんど外国に出ていない。ヨー
ロッパや南米のトップクラブを率いる監督が

出てくると、日本人監督で優勝を狙うという
プランは現実的になってくる。（西部　2015：
174）

　西部が述べているように、日本人の監督やス
タッフが世界で活躍し、その経験を生かして日本
を指揮することになれば、日本サッカーの発展に
繋がると考えられる。

3　国内組と海外組の日本人選手
　国内組とはJリーグに所属している日本国籍の選
手のことであり、海外組とは海外のリーグに所属
している日本国籍の選手のことである。Jリーグに
は外国籍の選手も在籍しているが、本稿では、文
字数の都合で日本国籍の選手だけに焦点をあてる。
　近年、日本国籍の選手が五大リーグをはじめと
する海外リーグで活躍しており、彼らの市場価値
が上昇している。そして彼らが海外のクラブへ移
籍する機会が増えている。たとえ J リーグのクラ
ブに所属していなくても、アマチュアのまま海外
に渡り、海外のクラブでプロになる選手も少なく
はない。
　海外組の選手は言語や文化という障害はある。
しかし J リーグでプレーするよりもサッカーのレ
ベルが高いため、個のステップアップや世界でど
れだけ自分の技術が通用するのかというチャレン
ジができる。また、海外リーグは J リーグと違っ
て、選手一人当たりの年俸も高いため、海外移籍
を希望する選手が多くなってきている。
　このように国内に留まるよりも海外でプレーす
る方がメリットが大きい。また、一人の選手とし
て海外でプレーすることは一つのステータスとな
る。実際に日本代表の海外組は国内組に比べ、ト
ラップやパス、シュート、ドリブルなど技術面に
関して世界基準であり、ミスも少ない。また、技
術だけでなくメンタルや立ち振る舞いなども物怖
じせず堂々としている。
　一方国内組の選手の技術や判断は J リーグでは
通用するが、レベルの高い国際試合では通用しな
いケースがほとんどである。足手纏いになってい
る選手や試合から消えている選手が多くいる印象
がある。日本代表においても海外組と国内組とで
は技術、メンタル、経験といったあらゆる点で差
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が開いており、この差を埋めるには、J リーグに
留まるのではなくて積極的に海外リーグへ移籍す
ることが必要である。
　たしかに現在の海外組は、試合に出場していな
い選手が多く存在する。しかし、海外リーグでプ
レーする選手が増えなければ日本代表は強くなら
ないのである。いきなりビッグクラブを目指すの
ではなくてベンチに居座らないレベルの海外クラ
ブを見つけ、そこから徐々に移籍を繰り返し、ス
テップアップをしていくことが海外で活躍するコ
ツではないかと考える。そして海外組の選手を増
やすだけでなく、J リーグ自体も質やレベルを高
め、海外リーグに引けを取らないくらいに発展し
なければ日本は強くなれないのである。

4　アジアにおける日本サッカー（予選）
　日本は、アジアではどのような成績を残してい
るか見ていく。前述したように、日本は 1998 年
フランス大会でＷ杯初出場をしてから 5 大会連続
でＷ杯に出場している。2017 年 8 月にはアジア
最終予選を勝ち抜き、2018 年ロシア大会の出場
を決め、6 大会連続でＷ杯に出場することが確定
している。このように日本は 4・5 枠しかないア
ジアのＷ杯予選を 6 大会連続で勝ち抜くほどの実
力を持っており、アジアの国々からは一目置かれ
ている。
　またアジアカップという 4 年に 1 度の大会で日
本は最多の 4 回優勝を果たしている。これらの成
績から、日本はアジアにおいてトップクラスの実
力を持っていることがわかるのである。しかし、
オーストラリアやイラン、韓国、サウジアラビア
といった国々もアジア最終予選を勝ち抜く常連国
であり、日本のライバルと言えるだろう。また、
中国や UAE、シリア、タイといったサッカー発
展国も力を付けてきており、油断のできない状況
である。
　日本が将来、Ｗ杯で結果を残すには、アジアの
予選や大会で負けているようではいけない。アジ
アにおいて常にトップクラスの実力と存在感を示
していかなければ、日本サッカーの発展は難しく
なってしまうのである。

5　世界における日本サッカー
（Ｗ杯、オリンピック）

　日本はＷ杯とオリンピックでどのような成績を
残しているのか見ていく。前述したように、日本
のＷ杯の最高成績は 2002 年と 2010 年のベスト
16 が最高で、その他の年はグループステージ敗
退と、優勝には程遠い結果である。
　一方オリンピックでは、1908 年のロンドン大
会にてサッカーが公式種目となり、日本が初出場
をしたのが 1936 年のベルリン大会である。その
後、1968 年のメキシコ大会で銅メダルを獲得し、
近年においては 2012 年のロンドン大会での 4 位
という成績が最高成績である。
　しかし、アマチュア主義に固執する国際オリン
ピック委員会は、アマチュア選手のみしか参加を
認可せず、1984 年のロサンゼルス大会でようや
くプロ選手の参加を認可した。そして 1992 年の
バルセロナ大会から 23 歳以下の選手のみ参加が
認可されるという規定が追加され、現在まで続い
ている。ほかにもオーバーエイジといわれる 23
歳以上の選手が一チーム三人まで参加できるとい
う規定も存在する。
　このように年齢制限などといった規定が設けら
れているオリンピックでの成績は、世界的に見て
も評価の対象にはしづらく、Ｗ杯の成績こそがそ
の国の評価の対象となるのである。よって日本が
2002 年、2010 年に残したＷ杯ベスト 16 という成
績は世界的に見てもサッカー強豪国とは言えない。
　日本が将来、Ｗ杯でベスト 16 以上の結果を残す
ためには三つのポイントが存在すると考えられる。
　まず一つ目に経験である。日本はアジアに所属
しているため、アジアの国々と対戦する機会が多
い。しかし、Ｗ杯で結果を残すためにはヨーロッ
パや南米といった世界の強豪国と対戦する機会を
増やす必要がある。なぜならば、アジアの国々で
はなく、世界の強豪国を倒していかなければいけ
ないからである。
　いきなりＷ杯で強豪国と対戦するよりは、親善
試合で強豪国との試合を多く組んだり、日本に招
待するばかりではなくて、強豪国に遠征をするこ
とでアウェイの雰囲気を体感することも大切に
なってくるだろう。しかし現在の日本は親善試合
の捉え方が甘い。あくまでもＷ杯のための親善試
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合であり、準備や選手選考、戦術の確認という意
味や意識が常になければならない。ところが日本
の親善試合の意味や意識としては、対戦国を招待
することで客を集め、放映権を各放送局に売買し、
利益を得るというように、Ｗ杯どころかエンター
テインメントの方向に向かっているのである。こ
の状況を改善するには、日本サッカー協会がＷ杯
で結果を残すという目的意識を明確にし、エン
ターテインメントの部分を消し去ることが大切で
ある。
　たしかに協会としては、日本で親善試合を開催
することによって大切な財源確保に繋がることだ
ろう。しかし、協会という組織・団体は財源を確
保するために存在するのではない。日本サッカー
を発展させるために存在するのである。この存在
意義を協会が常に理解し、Ｗ杯で結果を残すため
の育成や強化試合を実行することが日本サッカー
の発展に繋がるのである。
　二つ目は監督である。前述したように言語やメ
ンタル、特徴を把握している日本人監督が指揮す
ることによって、選手は監督との不具合やストレ
スなくプレーできるだろう。また過去のＷ杯優勝
国の監督を見ても、他国出身の監督はいないので
ある。このことから自国の監督がどれだけ重要で
あるか理解できるだろう。
　三つ目に守備力である。現在日本の海外組の
DF（ディフェンダー）は四人、GK（ゴールキー
パー）は一人と、海外リーグでプレーしている守
備的ポジションの選手が少ない状況である。なか
でも守備の要である CB（センターバック）は一
人だけである。一方、MF（ミッドフィルダー）
や FW（フォワード）といった攻撃的な選手が海
外リーグで多くプレーしている状況にある。この
ことから、海外リーグにおける攻撃的ポジション
の日本人選手に対しては一定の評価と需要がある
と見て取れる。
　ではなぜ日本人の守備的ポジションの選手が少
ないのか。それは日本人の身体的特徴と指導にあ
る。守備的ポジションは身長が高く、体格の良い
選手が担うことがサッカーのセオリーである。身
長が低く、筋肉や骨格といった体格の面において
も小さい日本人は守備的ポジション、特に CB（セ
ンターバック）は向いていないことがわかるだろ

う。
　180㎝を超える身長で、体格の良い日本人の
CB（センターバック）選手も J リーグに存在す
るが、やはり海外リーグの選手と比べると一回り
小さく見える。このように海外リーグからすると、
身長や体格が劣る守備的ポジションの日本人選手
をわざわざ獲得するよりも、ヨーロッパや南米の
守備的ポジションの選手を獲得する方が手間もか
からずに済むのである。
　また日本の国民性や指導にも問題がある。日本
は攻撃的ポジションの選手をクローズアップしす
ぎているため、子どもたちは攻撃的ポジションの
選手に憧れを抱く。そのため子どもたちは、攻撃
的ポジションに必要なドリブルやシュートに力を
注ぎ込み、守備的ポジションに必要なヘディング
やクリア、対人には目を向けないのである。そし
て指導者たちも攻撃的な練習を多くしてしまう傾
向にあり、守備的ポジションの選手がうまく育た
ない環境にある。
　これらの事情から、海外リーグでプレーする守
備的ポジションの日本人選手が少ないのである。
そのため、日本の守備的ポジション選手と海外の
攻撃的ポジション選手がマッチアップ（対峙）し
た時、個人の実力や経験の差がはっきりと出てし
まう。この差を埋めることができず失点を重ねて
しまうことが多いのが現状であり、日本の課題で
もある。この課題を克服してこそ日本サッカーが
世界で通用するようになるのである。
　守備力は守備的ポジション選手の質だけではな
い。失点をいかにしないかというのも守備力であ
る。過去のＷ杯で優勝したフランス、イタリア、
スペインの失点数は、7 試合でわずか 2 失点と圧
倒的な守備力であった。このように、Ｗ杯では点
を取るだけでなく、失点をしないことがいかに重
要であるか理解できるだろう。この失点をしない
という圧倒的な守備力こそが、Ｗ杯で結果を残す
最大のポイントではないかと考える。

第 3 章　日本サッカーをとりまく環境

1　日本のサッカー施設、設備
　つぎに日本のサッカー施設や設備に課題はない
か、スタジアムや競技場について見ていく。日本
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にはサッカー専用スタジアムやサッカーの試合を
行うことのできる陸上競技場は数多く存在してい
る。47 都道府県すべての都道府県に必ず一つは
サッカーの試合が行えるスタジアムや競技場が存
在するほどである。
　そして近年、J リーグにおいてスタジアムや競
技場に関する規則が定められ、スタジアムや競技
場の発展が進んでいる。しかし、日本のスタジア
ムや競技場は、陸上トラックが敷かれているケー
スが 6 割を占め、観客との距離が遠いという問題
点が存在する。
　たしかにサッカーが行えるスタジアムや競技場
が数多くあることは恵まれているが、観客からし
てみるとどうだろうか。入場料を払い、スタジア
ムや競技場まで足を運ぶが、陸上トラックがある
がために観戦しづらいという状況は観客にとって
魅力が半減する。このような状況を解消し、サッ
カー専用のスタジアムや競技場を多くする必要が
あるのではないだろうか。
　なぜならばサッカー専用のスタジアムや競技場
は、陸上トラックが敷かれていないため、選手と
の距離感が近く、臨場感や熱気を間近で感じるこ
とができる。そして選手の細かいプレーまで見る
ことができ、観客としてはお金を払ってまで観戦
したいという気持ちに繋がるからである。この気
持ちに応えることによって、日本のサッカー熱を
高め、観客を増やすきっかけとなるのである。そ
して観客だけでなく J リーグや選手、クラブにも
大きな影響を与えることができる。例えばサッ
カー専用のスタジアムや競技場を増やすことに
よって観客が増えれば、J リーグやクラブは入場
料やグッズ代、飲食代などの収益を得ることにな
る。このように、日本に多くのサッカー専用のス
タジアムや競技場を増やすことで日本サッカー全
体に大きな影響を与えることができる。
　次に、プロだけではなくてアマチュアが練習や
試合をすることのできるグラウンドについて見て
いく。サッカーを行うことのできるグラウンドは
日本全国どこにでも存在し、数も計り知れないく
らい存在するだろう。専用練習場もあれば、多目
的公園、地方公共団体が管理するグラウンドなど
様々である。以前は土や荒れた芝生でプレーする
ことが多かった。近年、人工芝の登場によって天

気や気候に左右されなくなり、質の高いグラウン
ドでプレーができる機会が増えてきた。
　しかし、グラウンドが増えただけでは充分とは
言えない。そのグラウンドを多くの選手たちに利
用してもらう環境が必要である。現在日本の大半
のグラウンドでは、利用手続きや利用料金が必要
になってくる。手続きや利用料金を取らなければ
管理できないからである。
　そこで手続き自体はなくさずに内容を簡略化
し、団体のみや年齢などの利用条件をなくし、名
前と住所といった個人情報を記入するだけで利用
できるようにしてはどうだろうか。そして利用料
金に関しても、年齢や利用人数に応じた料金設定
や割引制度などを設けるようにしてはどうか。そ
れによって老若男女問わず、気軽にグラウンドを
利用でき、多くの人々がサッカーを行うことが可
能となるのである。
　つぎに、選手が身体を鍛えるための筋肉トレー
ニングやケアをするためのマッサージなどを行う
施設・設備であるトレーニングルームについて見
ていく。
　サッカーは全身の筋肉や血管、骨などあらゆる
部分を動かすため、体力や身体の強さが伴わなけ
ればならないスポーツである。またトレーニング
やケアなどをせず無理にサッカーを続けていく
と、自然と筋肉や骨などは消耗していき、病気や
怪我に繋がる危険性もある。そのため身体を強く
したりケアをすることが大切であり、それを行う
ことのできる施設・設備が必要になる。この施設・
設備こそがトレーニングルームである。
　現在、J リーグの各クラブには専用の練習場だ
けでなく、クラブハウスという施設が必ず練習場
の近隣に設置されており、練習を終えた選手が
シャワーを浴びたり、着替えたり、マッサージを
受けたり、筋肉トレーニングのために利用したり
と様々な設備が完備されている。
　このように、日本におけるサッカー施設や設備
は充実しているように見える。しかし、筆者がこ
こで述べたいのは、このような充実したサッカー
施設や設備を、いかに日本サッカーが強くなるた
めに利用できるのか、ということである。いくら
スタジアムや競技場、人工芝のグラウンド、トレー
ニングルームを新設しても、利用できる人が制限
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されたり、需要がなければ意味がないのである。
新設するにしても、どこでどんな人が必要として
いるのか、どこなら需要がありそうかなど、場所
や地域の環境、サッカー人口を考慮しながら新設
するべきである。
　そして今後、サッカーの施設・設備が日本中に
新設され、その施設・設備を多くの人々が利用し
ていくことによって、サッカーが更に身近な存在
になるだろう。

2　選手の育成
　日本サッカーにおける選手の育成についてどの
ような課題があるのだろうか、まず初めに選手を
育成する機関について見ていく。日本のサッカー
選手育成機関としては、アカデミー、J リーグク
ラブの下部組織、学校教育におけるサッカー部の
三種類に分けることができる。
　一つ目のアカデミーとは、個人の育成を主な目
的とし、学校教育や食事、トレーニング、など生
活のあらゆる面をすべて実施、管理する組織・団
体のことである。アカデミーにおける学校教育は
中高一貫制となっており、普通学校と同じく中学
校・高校卒業資格が与えられる。教育方法として
は、中学が義務教育ということもあって、公立中
学校の授業とさほど違いはない。だが高校になる
と、単位制となり、サッカー選手としての知識や
立ち振る舞いなどを中心としたカリキュラムや進
路に応じたコースが組まれている。また食事に関
しても、栄養バランスの取れた食事が提供され、
サッカー選手に必要な筋肉や丈夫な身体を作り上
げるための工夫がなされている。このようにアカ
デミーは、サッカー選手になるためのエリート育
成プログラムが組まれていることが特徴である。
　日本のサッカーアカデミーは JFA アカデミー
福島、熊本宇城、堺、今治の 4 団体しか存在せず、
海外と比べると極端に少ない。そのため、限られ
た選手しか育成や発掘ができないという状況で
ある。また、入学金として 20 万円、授業料など
は年間で 96 万円かかる。そのため 6 年間在籍さ
せるとなると約 600 万円もかかるのである。した
がって裕福な家庭でなければ、JFA アカデミーに
入校させることは難しいという状況である。
　一方海外では、国がアカデミーの経費を出費し、

貧しい家庭に対しては支援金を出費するといった
国を挙げたアカデミー運営となっている。また国
だけでなく、クラブの下部組織としてのアカデ
ミースクールも存在し、世界各地でスクールを開
催している。日本においてもドイツ、イングラン
ド、イタリア、スペインの世界的ビッグクラブが
日本人向けのスクールを開催している。これは後
述する J リーグクラブの下部組織と違い、チーム
としての結果を最優先していない。あくまでも海
外クラブで行われているトレーニングプログラム
を日本で行い、良い選手がいれば引き抜くという
個人の育成が優先されているのである。
　二つ目のJリーグクラブの下部組織とは、Jリー
グクラブが直接運営・指導するサッカー選手育成
機関のことである。現在日本には多くの J リーグ
クラブの下部組織が存在するが、アカデミーとし
ては成り立ってはいない。あくまでも一つのチー
ムとして活動しており、トップチームへ有望な若
手選手を育て昇格させる役割を担っているのであ
る。
　この J リーグクラブの下部組織の特徴として
は、個人の育成よりもチームとしての結果を重視
している。まずチームとして結果を残すために
日々トレーニングをし、その中でトップチームへ
と昇格する選手やトップチームで活躍できる選手
の育成を図るというのが下部組織の育成の目的で
ある。育成という点においてはアカデミーと同じ
であるが、前述したようにアカデミーは個人の育
成が主な目的であるため、J リーグ下部組織の育
成の目的や特徴とは少し違う。
　三つ目の学校教育におけるサッカー部とは、い
わゆる部活動のことである。学校教育における
サッカー部は J リーグクラブの下部組織と同様
に、一つのチームとして活動しているが、唯一違
う点が存在する。それは、プロサッカー選手に育
てるといった選手の育成よりも、チームの結果だ
けにこだわった指導や戦術をし、それに合った選
手を育成していくことである。そのため、個の技
術だけが高い選手よりも、戦術理解が高い選手や
チームのために犠牲を払ってまでプレーをする選
手などが重宝される。このように学校教育におけ
るサッカー部は、個の技術向上を重視しているア
カデミーとは全く逆の立場にあり、チームが勝つ
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ための選手育成を目的としているのである。
　以上が大きく分けて三種類の日本のサッカー
選手育成機関である。現状としてはアカデミー
が JFA アカデミー福島をはじめとする 4 団体、J
リーグクラブの下部組織は 51 クラブ、学校教育
におけるサッカー部は全国に約 4000 チーム存在
している。このように学校教育におけるサッカー
部のチーム数が圧倒的に多いことが見てとれるだ
ろう。
　つぎにサッカー強豪国における選手の育成はど
のようなものなのか以下で見ていく。90 年代～
2000 年代においてサッカー強豪国も日本同様に、
世代交代の失敗や若手選手の台頭に苦しみ、次々
と没落する国が存在した。そんな中、一度は挫折
を味わった強豪国が近年になって飛躍的な成長と
結果を残している。その国はフランスとドイツで
ある。
　両国の中でも初めに育成に力を入れ、成功した
のがフランスである。90 年代初め、フランスの
各クラブは専用のグラウンドと宿舎を完備し、日
常生活からプロ選手にふさわしい生活を身につけ
させるエリート育成方法を採用していた。各クラ
ブだけでなく、協会も同様の育成チームを立ち上
げ、才能のある若手選手を各地から発掘していっ
たのである。その結果、Ｗ杯 98 年大会の優勝に
繋がり、フランスから数多くの世界的なスター選
手を輩出するという成功を収めていった。ちなみ
に日本がＷ杯に初出場したのが 98 年大会であり、
日本でアカデミーが設立されたのが 2006 年であ
るため、日本の育成体制の設立が大変遅れていた。
またフランスは、98 年大会より前から各クラブ
の専用のグラウンドと宿舎を完備していたことか
ら、世界的に見ても育成が進んでいたことがわか
る。
　その後フランスは、ヨーロッパの頂点である
ユーロ 2000 年大会で優勝したものの、Ｗ杯 98 年
大会以降の主要大会でよい成績を残せずにいた。
そこでフランスはドロップアウトしがちな移民
系の選手たちの育成を強化した結果、Ｗ杯 06 年
大会、ユーロ 16 年大会において準優勝という結
果を残したのである。現在のフランス代表のメン
バーを見ても移民系の選手が半数以上を占めてお
り、今後更に増えることが予想される。

　フランスの後を追うように育成に力を入れ、成
功した国がドイツである。ドイツはＷ杯で 4 度の
優勝を果たしており、強豪国の中でもトップクラ
スの実力である。そんなドイツにおいてもユーロ
2000 年大会でグループリーグ敗退を喫し、大き
な挫折を味わうこととなった。この結果を受けド
イツは、元ドイツ代表選手で皇帝と呼ばれたベッ
ケンバウアーの発案で育成の大改革が断行されて
いったのである。このときの育成改革がドイツ選
手の質を変え、Ｗ杯 10 年大会 3 位、14 年大会優
勝へとつながった。
　ベッケンバウアーの念頭にあったのは、当時成
功していたフランスの育成体制であり、彼はその
育成体制をドイツ流に変化させた。ドイツサッ
カー協会は全国 366 カ所にトレーニングセンター
を設置し、約 1000 人の指導者を投入して 10 ～ 18
歳の才能を逃さず適切な指導の下で開花させる土
台を作った。またトレーニングセンターに選手寮
を完備し、学校との連携で学業にも力を入れたの
である。このように、ドイツはフランスの育成方
法を採用し、それを自国流に変化させたのである。
またドイツはフランスと同様に、トルコやポーラ
ンドといった東欧からの移民の選手を自国に取り
込み、積極的に育成を推し進めたのである。その
結果ドイツは育成において成功を収め、各年代の
世界的スター選手を数多く輩出し、主要大会でも
必ず上位に位置している。
　そしてこれらの国に負けまいと、イングランド
やベルギーといった強豪国も育成に力を入れ、飛
躍的な成長と結果を残している。このように近年、
サッカー強豪国が次々と選手の育成に力を入れる
ようになったのは、前述したようなフランスとド
イツの成功があったからである。
　選手の育成機関の中で、学校教育におけるサッ
カー部のチーム数が圧倒的な日本は世界的に見て
も珍しく、良く言えば日本サッカーの特徴でもあ
る。しかし、世界で結果を残すためには、アカ
デミーや J リーグクラブの下部組織といったプロ
サッカー選手を目指す環境こそが大切であり、そ
の環境を日本全国に用意する必要がある。また環
境だけでなく、世界で通用するような選手の育
成・指導が必要なのであり、フランスやドイツと
いったサッカー強豪国の最先端の育成技術を指導
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者やサッカー協会の関係者が積極的に学ぶ必要が
ある。これが現在の日本サッカーにおける選手育
成の課題である。

3　メディアによるサッカーの取り扱い方
　日本のメディアにおけるサッカーの取り上げ方
に課題はないのだろうか、以下で見ていく。近年
サッカーの人気が出てきたため、テレビ放送や新
聞での取り扱い方が大きくなってきた。しかし、
今もなお絶大な人気を誇っている野球には及ばな
いのである。シーズン中ほぼ毎晩、主要テレビ局
はプロ野球の試合を最低でも 1 試合は中継し、ま
た、夏や春には高校野球＝甲子園の放送が毎日あ
る。新聞においても、読売や中日といった新聞社
が球団を持っているのだから、野球の取り扱い方
は大きくなる。
　一方、サッカーはどうだろうか。サッカーは 3
月～ 12 月に J リーグやカップ戦が開催され、毎
週土曜日や日曜日に試合がある。しかし、放送や
中継する放送局は BS や CS といった衛星放送が
中心である。主要テレビ局の中でも特にＮＨＫが
J リーグを放送したり中継することが多い。しか
し、放送や中継は、上位対決や強豪対決といった
注目試合だけで、毎週必ずされるわけではない。
　ではなぜ、ここまで野球とのメディアの取り扱
い方が違うのか見ていく。まず、プロ野球のチー
ムは全部で 12 チームあり、1 日全 6 試合が開催
されることになる。一方 J リーグは J1 だけで 18
チーム存在し、1 節全 9 試合が開催されることと
なる。J2 では 1 節全 11 試合、J3 では 1 節全 8 試
合が開催され、合わせると 1 節だけで 28 試合が
開催される。そのためプロ野球と違って、メディ
アが取り扱う範囲が広くなるため、衛星放送と
いった比較的番組枠や時間に余裕があるテレビ局
や企業が中心となってしまう。また新聞に関して
も、1 節全 28 試合の記録や内容を記事にするの
は膨大な量であり、ページ数もかさばることにな
るため、結果だけの記載や 1 試合だけにフォーカ
スした記事になってしまうのである。
　一方、五大リーグをはじめとするヨーロッパの
メディアは日本と全く逆の状況にある。ヨーロッ
パに野球というスポーツが浸透していないことも
あるが、テレビ放送やインターネット配信、新聞

など、どのメディアをとってもサッカーの情報を
伝えることが優先され、国内のメディアだけでな
く世界のメディアがこぞって情報を伝え、人々に
感動や熱狂、喜びなどを与える。
　また、メディアが影響を与えているのはファン
や世界の人々だけではなく、プレーをしている選
手たちも含まれる。ポジションによって異なる
が、ゴールやアシストといった良いプレーをすれ
ば大々的に取り扱われ、世界の人々に見られるこ
とになる。そのことによって、市場価値が上が
り、ビッグクラブへの移籍のための材料や自国の
代表監督へのアピールにもなるであろう。だから
こそ選手たちは悪いプレーをしないようにと、常
にプレッシャーの中で自分の技術を磨き、ステッ
プアップしていくのである。この環境が当たり前
である海外リーグでは、大きな影響力を持ったス
ター選手が大勢誕生している。このように選手に
対する影響はモチベーションに変わり、ステップ
アップを促していくという作用がある。
　今後、スター選手と呼ばれるような日本人選手
が誕生すれば、日本国内でのサッカーの注目度や
関心度は高くなり、憧れる子どもや後を追おうと
努力する選手も出てくるだろう。また、サッカー
をあまり知らない人々に対してもサッカーをア
ピールすることができる。このように日本はヨー
ロッパの国々のように、国を挙げてのサッカー愛
やサッカーに熱狂させる環境を作る必要があるの
ではないだろうか。そのためにはメディアや選手
たちが、サッカーを通じて人々に大きな影響力を
与えていくことが大切なのであり、今までの日本
サッカーの文化を新たに変えていかなければなら
ないのである。
　筆者は、このメディアの影響力こそが日本サッ
カーが発展するために必要なポイントであると考
える。

第 4 章　日本女子サッカーの現状

　女子（以下：なでしこ）における日本サッカー
の現状について見ていく。なでしこは通称、なで
しこ JAPAN と呼ばれており、2011 年の FIFA
女子Ｗ杯ドイツ大会で優勝、2012 年のロンドン
五輪では準優勝、2015 年の FIFA 女子Ｗ杯カナ
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ダ大会では惜しくも準優勝と、近年輝かしい成績
を残してきている。ではなぜ、なでしこは世界の
舞台でここまで結果を残すことができたのだろう
か。筆者は、なでしこのプレースタイルに注目し
て考察する。
　まずなでしこは、世界的に見れば選手の身長は
低く、小柄である。そのため、ヨーロッパや南米
の女子選手と体格やフィジカルコンタクトでまと
もに勝負したら、簡単に負けてしまうのが想像で
きるだろう。そこでなでしこは、小柄であること
を逆に利用した。それによってヨーロッパや南米
の国の選手と比べ、素早く動くことができ、軽や
かなプレーが向いている。そのため、なでしこは
正確なパスでボールを素早く動かし、ゴールへ向
かうパスサッカーのスタイルを主体としている。
これは技術や繊細さ、素早さがなければうまくい
かない。日本人女性の身体的特徴とパスサッカー
というスタイルがうまく合致したのである。
　一方、ヨーロッパや南米の女子選手は、足元の
技術や繊細なプレーはなでしこには劣るが、体格
の良い選手やスピードのある選手、背の高い選手
ばかりであるため、ボールをただ蹴ってフィジカ
ルに任せ、ゴールを奪うという強引なサッカース
タイルである。このようなサッカーは強引ではあ
るがシンプルで迫力があり、キックスピードやパ
ワーといった個人の能力が突出する選手が多いの
が特徴である。
　小柄な選手が多く、組織で戦うなでしこにとっ
てフィジカルサッカーは脅威である。だからこそ
パスで相手を揺さぶり、局面を打開する。そして
ボールを保持し、ゴールまで相手にボールを奪わ
せない。そのことによって、ヨーロッパや南米の
選手が得意なフィジカルコンタクトにもっていか
せない。これこそがなでしこ JAPAN の必勝法で
あり、日本人特有のスタイルであると考えられる。
それが徹底的にできているなでしこは世界を相手
に結果を残している。
　日本男子サッカーもなでしこのように、日本人
特有の足元の技術や繊細さ、素早さを大いに活か
したサッカースタイルを確立し、日本人が大事に
している和＝組織力をプラスすることで、強豪国
と互角に渡り合えるのではないかと考えられる。

おわりに

　本論では、日本サッカーが世界で勝てないのは
なぜかを論じてきた。筆者は、日本サッカーの

「歴史」と「環境」が世界との差を開かせている
要因ではないかと考えた。日本にサッカーが伝え
られたのは 1873 年（明治 6 年）で、日本サッカー
協会が設立されたのは 1919 年である。世界的に
見れば早くにサッカー協会が設立されており、歴
史があるように見える。しかし、日本はヨーロッ
パや南米の国と比べてサッカークラブの創設が遅
く、そこから次第に全国各地でサッカークラブが
創設されていったのでリーグ戦の創設も遅かっ
た。また、これらのサッカークラブはアマチュア
のクラブであったため、アマチュアリーグやアマ
チュアの大会しか開催されていなかった。そのた
めヨーロッパや南米といった地域に比べ、日本は
サッカークラブのプロ化やプロによるリーグ戦と
いった大会の開催が大変遅かったのである。こう
して日本サッカーは 100 年以上の歴史があるにも
かかわらず、プロチームやプロリーグの創設が遅
れたことでヨーロッパや南米の国々と大きな差が
ついてしまったのである。
　この日本サッカーの「歴史」を今更変えること
はできないが、新たな「歴史」を作ることはでき
る。そのためには、サッカー界をリードしている
世界の強豪国の育成や強化プログラムなどを積極
的に取り込み、日本流のサッカー強化方針を作り
上げることが求められる。その強化方針を性別や
世代関係なく徹底して実行することで、日本サッ
カーの発展へと繋がっていくのであり、新たな「歴
史」を刻むこととなるのである。
　そして育成やメディアといった「環境」も、世
界と比べ大きな差が存在している。育成に関して
は、ヨーロッパの強豪国と比べ、国を挙げたアカ
デミーやクラブの下部組織といったプロサッカー
選手を目指す育成機関の少なさが差を広げる要因
である。そのため日本は、国を挙げたアカデミー
や J リーグクラブの下部組織といった育成機関を
日本全国に用意する必要がある。また育成機関だ
けでなく、世界で通用するような選手の育成・指
導が必要なのであり、フランスやドイツなどと
いったサッカー強豪国の最先端の育成技術を指導
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者やサッカー協会といった関係者が積極的に学ぶ
必要がある。
　メディアに関しては、日本サッカーの取り上げ
方や重要度が野球に比べ低いため、人々が情報を
入手しづらく、またサッカーに熱狂しづらい環境
にある。日本のスポーツメディアはヨーロッパの
国々のように、国を挙げてのサッカー愛やサッ
カーに熱狂させる環境を数多く作っていく必要が
ある。そのためメディアだけでなく、選手たちも
サッカーを通じて人々に大きな影響力を与えてい
くことが大切であり、サッカーの文化を新たに変
えていかなければならないのである。
　これらが日本と世界との差を広げている要因で
ある。この差を埋めていくには相当な時間と労力
が必要になるだろう。しかし、今から改革を始め
ても遅くはない。むしろ今から始めるべきである。
なぜなら日本は、未だサッカー発展途上国であり、
これから先強豪国になるためには他国よりも一早
く多くの経験と改革が必要になってくるからであ
る。日本は歴史上、中国の進んだ文化をモデルケー
スにして国の文化を築いてきたように、サッカー
においてもドイツやフランスといった先進国から
積極的に多くのことを学び、それらを日本流に変
えていくことができる。そして日本人特有の勤勉
さ、戦後や震災後からの復興のスピードを見ても
できない話ではない。また、ヨーロッパの強豪国
も一度は挫折を味わい、そこから育成や強化方針
の転換を行ったことで再び成長してきていること
を考えると、日本も可能性は秘めているだろう。
　そして筆者は、エンターテインメント化してい
る日本サッカーから脱却し、国を挙げた育成や最
先端で最高の環境の設置、強豪国に負けない日本
人特有の強化方針といった変革が起きることに期
待し、今後の日本サッカーに注目していきたい。
いつの日か、日本がＷ杯で優勝できると信じて。
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